
旭 丘
あさひがおか

小学校
しょうがっこう

の給 食 作
きゅうしょくづく

りで大切
たいせつ

にしていること 

 
 
 
                                                         
 
 
 

だるまも赤
あか

い色
いろ

をしているように、古
ふる

く

から日本
にほん

では赤
あか

い色
いろ

は病気
びょうき

やわざわ

いを追
お

い払
はら

う色
いろ

と 考
かんが

えられてきまし

た。 

☆ 安 全 性
あんぜんせい

を 考
かんが

えて食材を選
えら

びます。 

産地
さんち

や製造
せいぞう

日
び

が明確
めいかく

なもの、 着 色 料
ちゃくしょくりょう

や保存料
ほぞんりょう

が使
つか

われていないもの、遺
い

伝
でん

子
し

組
く

み換
か

え

されていないものなどを選
えら

びます。原則
げんそく

として国
こく

産品
さんひん

を使用
しよう

します。 

☆ 心
こころ

をこめた手作
てづく

りです。 

カレーやシチューのルゥ、コロッケやハンバーグなど、すべて手作
てづく

りです。 

和風
わふう

のだしはかつお節
ぶし

や昆布
こんぶ

で、洋風
ようふう

や中華
ちゅうか

のスープは鶏
とり

ガラや豚
とん

骨
こつ

でていねいにとりま

す。うま味
み

たっぷりの天然
てんねん

だしです。 

☆ 食
た

べやすい味
あじ

つけです。 

小 学 生
しょうがくせい

に合
あ

わせたやさしい味
あじ

つけです。特
とく

に、１年
ねん

生
せい

が 給 食
きゅうしょく

に慣
な

れるまでは、食 材
しょくざい

の

切
き

り方
かた

や大
おお

きさなどにも充 分
じゅうぶん

気
き

をつけて、食
た

べやすく作
つく

ります。 

☆ 和 食
わしょく

のおいしさを伝
つた

えます。 

ご飯
はん

を中 心
ちゅうしん

とした和
わ

食
しょく

の献立
こんだて

を、多
おお

くとり入
い

れます。煮物
にもの

、おひたし、魚
さかな

料理
りょうり

など、家庭
かてい

料理
りょうり

に近
ちか

いものを 心
こころ

がけて作
つく

ります。豆
まめ

製品
せいひん

や乾物
かんぶつ

を使
つか

った日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

食
しょく

の素
す

晴
ば

らし

さを子供
こども

たちに伝
つた

えていきます。 

☆ 給 食
きゅうしょく

の時間
じかん

は学
まな

びの時間です。 

食
た

べることは生
い

きること、とても大切
たいせつ

です。 給 食
きゅうしょく

の時間
じかん

は、食
た

べ物
もの

や料理
りょうり

のこと、 

食
しょく

文化
ぶんか

やマナーのことなどを知
し

る、教 育
きょういく

のひとつとして位置
い ち

付けられています。 

友達
ともだち

や先生
せんせい

と共
とも

に食
た

べ、四季折々
しきおりおり

の産物
さんぶつ

など食 材
しょくざい

の味
あじ

や香
かお

りを楽
たの

しみ、 

おいしく味
あじ

わいながら、 給 食
きゅうしょく

を通
とお

して生
い

きる 力
ちから

を 育
はぐく

んでいきたいです。 

旭 丘
あさひがおか

小学校
しょうがっこう

が親校
おやこう

となって２校
こう

分
ぶん

の 給 食
きゅうしょく

を作り
つ く り

、子校
こ こ う

の 旭 丘
あさひがおか

中学校
ちゅうがっこう

へ、トラックを使
つか

って 給
きゅう

食
しょく

を運びます
は こ び ま す

。献立
こんだて

は基本的
き ほ ん て き

に同
おな

じですが、分
ぶん

量
りょう

や味
あじ

付
つ

けを変
か

えることや、中学校
ちゅうがっこう

の

み１品
しな

多
おお

いメニューの日
ひ

もあります。 

また 給 食
きゅうしょく

調理
ちょうり

業務
ぎょうむ

は、昨年度
さ く ね ん ど

に引
ひ

き続
つづ

き、株式
かぶしき

会社
がいしゃ

「藤江
ふ じ え

」が担当
たんとう

します。 

安全
あんぜん

で安心
あんしん

な 給 食
きゅうしょく

を提 供
ていきょう

していくために、最善
さいぜん

を尽
つ

くしてまいります。今後
こ ん ご

ともご理
り

解
かい

ご

協
きょう

力
りょく

をよろしくお願
ねが

い致
いた

します。 

旭 丘 小
あさひがおかしょう

と 旭 丘 中
あさひがおかちゅう

は、親子
お や こ

方式
ほうしき

給 食
きゅうしょく

です。 

 いよいよ、 新
あたら

しい学
がく

年
ねん

のスタートです。 学 校 給 食
がっこうきゅうしょく

は、栄養
えいよう

バランスのとれた食事
しょくじ

で子
こ

どもた

ちの健
すこ

やかな 成 長
せいちょう

を支
ささ

えるとともに、食 文 化
しょくぶんか

、望
のぞ

ましい 食 習 慣
しょくしゅうかん

やマナー、社 交 性
しゃこうせい

や助
たす

け合
あ

い、

自然
しぜん

の恵
めぐ

みや 働
はたら

く人
ひと

への感 謝
かんしゃ

の 心
こころ

などを学
まな

ぶ 教
きょう

材
ざい

となるものです。本年度
ほんねんど

も安 全
あんぜん

や衛生
えいせい

に配慮
はいりょ

しながら、 心
こころ

を込
こ

めておいしい 給 食
きゅうしょく

づくりに努
つと

めてまいります。どうぞよろしくお願
ねが

いいたしま

す。 

おなかのスイッチ 

のうのスイッチ 

朝 食
ちょうしょく

は、 睡 眠 中
すいみんちゅう

に不足
ふそく

したエネルギーや

栄養素
えいようそ

を補 給
ほきゅう

することができるので、午 前 中
ごぜんちゅう

に元気
げんき

に活 動
かつどう

するための 力
ちから

になります。 

ごはんやパンに 含
ふく

まれている炭水化物
たんすいかぶつ

は、

体 内
たいない

でブドウ糖
とう

に分 解
ぶんかい

され、脳
のう

のエネルギ

ー源
げん

になります。 

体
からだ

は、 朝 食
ちょうしょく

をとると、 腸
ちょう

が動
うご

いてうん

ちがしたくなるような仕組
し く

みになっています。

朝 食
ちょうしょく

をとってうんちを出
だ

しましょう。 

朝 食
ちょうしょく

で３つの 

スイッチオン！ 

からだのスイッチ 

入 学 式
にゅうがくしき

や卒 業 式
そつぎょうしき

のお祝
いわ

いや人生
じんせい

の節目
ふ し め

に作
つく

られるお赤飯
せきはん

。「おこわ」とも言
い

い、あずきやささげを混
ま

ぜて

蒸
む

して作
つく

られます。 給
きゅう

食
しょく

室
しつ

でも１年 生
ねんせい

の入 学
にゅうがく

や在校生
ざいこうせい

の進 級
しんきゅう

をお祝
いわ

いしてお赤飯
せきはん

をつくります。 

赤飯
せきはん

では、赤
あか

い色
いろ

を出
だ

すために豆
まめ

の

煮汁
に じ る

を    使
つか

います。もともとは「あず 

き」でしたが、出
で

来
き

上
あ

がると豆
まめ

が割
わ

れやすいので「切腹
せっぷく

」を

思
おも

い浮
う

かべてしまうと、武士
ぶ し

の多
おお

い江
え

戸
ど

 

では変
か

わりに「ささげ」が使
つか

われるよう 

になりました。あずきとささげの見
み

分
わ

け方
かた

 

は、豆
まめ

のへそを見
み

るとわかります。小豆
あ ず き

は 

白
しろ

っぽいですが、ささげには周
まわ

りに黒
くろ

っぽ 

いふちどりがあります。 

今 月
こんげつ

の 給 食
きゅうしょく

から・・・ 

令和５年４月６日 

旭丘小学校 


